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第 1回イノベータ講演会（1学年） 

4月 22日（金）に共愛学園前橋国際大学学長の大森昭生先生を講師に迎え、「答えがないから面白い

～課題研究の意義と進め方～」と題して講演会を実施しました。１年生にとっては初めての挑戦となる

課題研究について、その意義や研究の進め方などを具体的かつ丁寧に説明していただきました。 

 Society5.0に突入する予測困難な時代に活躍できる力を身につけるために、答えがない課題に主体的

かつ協働的に取り組み、解決のための手段や方法を思考していくことの大切さが伝わりました。 

講演後の質疑応答は大変活発に行われ、有意義なものとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

先輩講演会（2学年文系） 

 4 月 26 日（火）に先輩講演会を実施しました。こちらは２学年文系の生徒が、これから行う科学探究

Ⅰ・Ⅱ類について、昨年度に実際に取り組んだ３学年文系の先輩６名から話をしてもらいました。 

講演会の前半では、昨年度の課題研究において優秀賞を受賞した 11班の代表である３年２組の大川航

輝君が２年生に向けて発表を行いました。11班は「中心商店街の再興を目指して～Make Maebashi great 

again!!～」というテーマのもと研究を行い、講演会では「前橋市の活性化・地方創生」を目指しての「前

橋市アーバンデザイン」の活用モデルや、商店街の取り組みについてのインタビュー内容、今後に向けた

分析や展望等を紹介しました。 

 講演会の後半では、研究テーマの設定理由や効果的であった調査方法など研究を進めるうえで重要な

ポイントについて、３年生６名が自らの考えや体験を分かりやすく紹介しました。「自分たちが興味関心

を強く持てるものをテーマに設定できると良い」、「積極的に外部の協力を仰ぐべきだが、折衝は最大限丁

寧に」、「グループ内では仕事分担を明確に」といった具体的なアドバイスがあり、２年生にとって収穫の

多い講演会となりました。 
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◇講演を行った３年生徒と研究テーマを紹介します。 

３年１組加瀬正汰君「高校生と地方創生の関わりを調べる」 

３年１組都丸太一君「食産業の発展による前橋市の再興」 

３年２組赤石智哉君「シェアハウスで作る前橋の未来」 

３年２組天田 陸君「SPORTS CITY ～スポーツでまちづくり～」 

３年２組大川航輝君「中心商店街の再興を目指して 

～Make Maebashi great again!!～」 

３年２組西山 慶君「デザインの効果について～路面電車 inまえばし」 

 

 

 

 


